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   Thirty seven patients with urinary tract infections were treated with Wintomylon. 
   The daily dose of Wintomylon was 2 gms. dividing 4 times and it was given for 14 
days. Clinical cure was obtained in 28 out of the 37 and a bacteriological cure in 28. 
   One patient complained of anorexia and another felt thirst. It appears to be a safe 
and effective drug in urinary tract infections, especially those associated with E. coli, B. 
Proteus and Pseudomonas.
1緒 言
戦後数 々の抗生物質 が発見 され感染症 に対 し
て大 きな効果が認 め られてい るが,最 近 これ ら
抗生物質に対す う菌 の抵抗性 が しば しば問題 と
な り新 しい型 の抗菌剤 の出現 が望 まれてい る.
ウイン トマ イ ロソはLesher等(1962)1)に
よつて合 成 された抗菌製剤 であ り,化 学 的には
ユ,8-naphthyridine誘導体 の一 つで ある1-
ethy1-7-methy1-1,8-naphthyridine-4-one-3-
carboxylicacid(Nalidixicacid)であ りMc
Chesney等(1963)2,にょり病原性 グ ラム陰 性
菌 に対 して有効 であ ることが実証 され てい る.
私達は尿路感染症患者37例に対 して本剤 を投
与 しその治療成績 につ いて検討 を加 えた ので薮
に報告 す る.






























を伴うもの2例,腎 孟腎炎を伴 うもの9例 であり,下
部尿路感染中単なる膀胱炎の老4例,又 合併疾患を有
する慢性膀胱炎,即 ち膀胱癌を合併するもの4例,遊










これら菌に対 して常用8種 の抗菌剤並びにウイン トマ
イロン5,30,60mcgのディスク感受性試験を行つた.
表2.43菌株(37例の患者から分離)の デスク感受性























































































































m臨 床 成 績
a)細菌学的検索
尿培養は37例の患者については前述の如 く治 療 直
前,治療開始後7日 目及び14日目に行つた.治療前の
尿にっいては感受性試験も行つた.然 し第2回,第3



















変3例,悪 化1例 であつた.更 に治療後14日目になる
と愁訴及び症状の消失したもの28例,改善をみたもの



























































































ウイソ トマイロンは合成 され た抗菌作用を有
する一連 の1,8-naphthyridine誘導体 の一つ
である ことは先に も述 べた ところであ る.
本薬剤 は特 にグ ラム陰性菌群に高度の感受性
を示す ことはMcChesney等を はじめ多 くの人
達に より認め られてお り,本 薬 剤の泌尿器科領
域 えの応用に関 してはLishman等(1963)3),
Jameson等(1963)4).Ward-McQuaid等
(1963)5)等多 くの報告が ある.即 ち本薬 剤の菌
に対 す る感受性 についてLishman等はE。coli,
Proteus,Pseudomonas等には100%の感受性
を示 しサァル ファフ ラゾール,テ トラサ イク リ
ソ,ス トレプ トマイシソ等 より効力が ある と述
べてお り,Ward-McQuaid等はE.coli,Kre-
bsiella等に対 しては クロラムフェニコール・
ニ トロフラソ トイン,カ ナマイシン 等 よ り 劣
り,テ トラサ イ クリンや ス トレプ トマイシンよ
りやや優 り,サ ァル ファ フラゾール よりずつ と
効果が あつ た と述べ てい る.又 彼等 は一般 に感
受性が ない と云 われ てい るStreptococcus26株
中6株 に感 受性を示 した と報 告 してい る。
私達の成績で はE.coli,Pseudomonasは本
薬 剤に対 し100%の感受性を示 しLishman等の
成績 と一致す る結果 を得 た.一 方Proteusも9
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株 中7株 と高率に感受性を示 し,他 の一般抗菌
剤 と比較 してかな り高い効力を示 していた.然
しなが らKrebsiellaに対 しては ス トレプ トマ
イシ ソ,テ トラサイ ク リン,ク ロラム フェ ニコ
ール より優 るが コ リマイシン.カ ナマイシ ン,
アル ビオシンTよ りや や劣 ることが 判 明 し た
が,Staphylococcusに対 しては私 達の症例 で
は感受性 を示 したものは見 られ なか つた.
以上私達 の成績 は諸家 の成績 とほぼ一致 しグ
ラム陰性菌群,特 にE.coli,Pseudomonas,
Proteus等に高 い感受性 を有す る こ と が 判 つ
た.

















善をみ,2例 は不変で,1例 は悪化 を示 した
が,こ れ ら症状申不変であつた3例 は神経因性










により,消失 したが頑固な膀胱炎症 状 が続 い
た.尿 培養 に よりKlebsiellaとPseudomonas
が証明 され感受性 テス トで アル ビオシソT,ノ
ボ ビオ シン及 び ウイ ソ トマイ 目ソにのみ感受性
を示 し,ウ イソ トマイ ロソを使 用 した ところ症
状 は4日 後に消失 し著効 を呈 した症 例であ る.
更に前立 腺炎を合併せ る1例 は尿培 養 の 結 果
Staphylococcusep呈dermidisが発見 され感受
性 テス トで ウイ ソ トマイ ロンに感受性 がない こ
とが判 明 した.
次 に本薬剤 の膿尿 に及ぼす効果 に つ い て は
Jameson等は本薬 剤投 与7日 目の採取尿では17
例中膿尿消失 したもの7例,膿 尿を認め るもの
10例であ り,投 与後28日目では陰性16例,陽 性
1例であつた と述 べ ている.
私達 の症例 では7目 目で膿尿 消失 した もの11
例,膿 尿 はあ るが 改善 された もの22例,不変3
例,悪 化1例 であ り,14日目で は膿尿 消失 した


















それぞれ各1例 認められた と述べ て お り,痛























私達は16才か ら78才 まで の尿路感 染症37例
(急性疾 患10例,慢 性疾患27例)に 対 しウイソ
トマイ ロソ1日4回,1回500mgを14日 間投
与 した.そ の結果7日 後症状 改善をみ たもの33
例,菌 消失は7日 後20例,14日後28例であ り,
膿尿消失は7日 後11例,14日後23例で あつ た.
副作用 として1例 に食欲不振,1例 に 口渇が
認め られた.
本薬剤はE.coli,Proteus,Pseudomorlas
などに よる尿路感 染症 には特 に効果が あ るよう
に思われ る.
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